
国
語
プ
リ
ン
ト

（

）

配
布
日

月

日

曜

No.

年

組

番

名
前

「
絵
仏
師
良
秀
」
予
習
プ
リ
ン
ト

こ
の
プ
リ
ン
ト
を
参
考
に
し
て
、
ノ
ー
ト
に
記
し
た
本
文
に
傍
線
注
釈
を
す
る
こ
と
。

傍
線
注
釈

ノ
ー
ト
の
見
開
き
上
ペ
ー
ジ
の
み
に
本
文
を
ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
で
２
～
３
行
空
け
て
写
す
。

下
ペ
ー
ジ
は
文
法
や
内
容
を
ま
と
め
た
り
、
辞
書
で
引
い
た
語
や
気
づ
い
た
こ
と
を
記
す
欄
に
す
る
。

傍
線
（

）
を
引
い
て
そ
の
右
側
に
そ
の
単
語
の
現
代
語
訳
を
書
く
。

傍
線
を
引
い
て
右
側
に
何
も
書
か
な
い
と
そ
の
語
を
消
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

傍
線
は
単
語
ご
と
に
引
く
。（
２
単
語
以
上
続
け
て
線
を
引
か
な
い
。
単
語
の
途
中
だ
け
引
か
な
い
。
）

斜
線
（
／
）
を
引
き
、
挿
入
す
る
語
を
斜
線
の
下
に
書
く
。（
横
に
書
か
な
い
。）

傍
線
注
釈
は
鉛
筆
で
書
き
、
訂
正
の
場
合
は
赤
ペ
ン
で
直
す
。

※
授
業
当
日
ラ
ン
ダ
ム
で
誰
か
に
あ
て
て
、
黒
板
に
書
い
て
も
ら
い
ま
す
。

（

）
は
現
代
語
訳
を
自
分
で
調
べ
て
考
え
る
部
分
で
す
。

《

》
は
そ
こ
に
省
略
さ
れ
て
い
る
語
を
補
っ
て
現
代
語
訳
を
考
え
る
部
分
で
す
。

の
部
分
は
本
文
（
教
科
書
の
文
章
）
で
は
ど
こ
に
当
た
る
か
。
過
不
足
無
く
記
し
な
さ
い
。

①
こ
れ
も
（

）
、
絵
仏
師
良
秀
と
（

）。

①
～
⑤
か
ら
下
二
段
活
用

と
変
格
活
用
の
動
詞
を
見

②
《

の
》
家
の
隣
の
《
家
》
よ
り
（

）、
風
が
（

）《
よ
う
に
吹
い
て
》

つ
け
、
活
用
表
を
作
り
、

活
用
の
行
を
記
し
な
さ

《
火
が
》
迫
っ
て
き
た
の
で
、《

は
》（

）
、（

）
。

い
。

③
《
あ
る
》
人
（

）《
良
秀
に
》
描
か
せ
た
《
絵
の
》
仏
（

）《
家
の
中
に
》

（

）。

④
ま
た
、
着
物
を
着
な
い
（

）。

⑤
《

は
》
そ
ん
な
こ
と
も
構
わ
ず
に
、（

）
を
よ
い
こ
と
に
し
て
、
《
大
通

⑤
「
そ
れ
」
と
は
何
か
？

り
の
》（

）
立
っ
て
い
る
。

⑥
見
る
と
、《

は
》
す
で
に
自
分
の
（

）
、
煙
や
炎
が
く
す
ぶ
り
だ
し
《
て
、

⑥
「
く
ゆ
り
け
る
ま
で
」

ど
の
く
ら
い
の
時
間
？

火
が
お
さ
ま
っ
》
た
こ
ろ
ま
で
、《
良
秀
は
そ
の
間
》
ほ
と
ん
ど
、（

）、
眺

め
て
い
た
と
こ
ろ
、

⑦
「
（

）
こ
と
だ
。
」
と
《

》
て
、
人
々
が
（

）
、《

は
少
し
も
》（

）
。

⑧
「
（

）
。」
と
《
あ
る
》
人
が
言
っ
た
と
こ
ろ
、《

は
》（

）、
家
（

）

⑧
な
ぜ
「
笑
ひ
け
り
」
か
？

を
見
て
、（

）、
時
々
（

）。
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⑨
「
（

）、
大
変
な
も
う
け
も
の
を
し
た
こ
と
よ
。

⑨
「
せ
う
と
く
」
を
漢
字

で
書
く
と
ど
う
な
る
？

⑩
（

）《
絵
を
》
下
手
に
（

）
。
」
と
言
う
と
き
に
、

⑪
（

）
、「
（

）
、《

は
》
こ
う
し
て
立
っ
て
お
い
で
な
の
か
。

⑫
と
⑦
の
「
あ
さ
ま
し
」

⑫
（

）
だ
な
あ
。
あ
や
し
げ
な
霊
が
取
り
憑
き
な
さ
っ
た
か
。」
と
（

）、

と
ど
の
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン

ス
の
違
い
が
あ
る
か
。

⑬
ど
う
し
て
あ
や
し
げ
な
霊
が
取
り
憑
く
は
ず
が
あ
ろ
う
か
。《
い
や
、（

）
。
》

⑬
反
語
の
用
法
…
…
疑
問

の
形
で
示
す
こ
と
に
よ

⑭
（

）、
不
動
尊
の
（

）
の
だ
。

り
、
そ
の
反
対
の
こ
と
を

強
調
し
て
表
現
す
る
［
～

⑮
今
《
こ
の
火
を
》
見
る
と
、《
火
と
い
う
も
の
は
》
こ
の
よ
う
に
（

）
と
、

か
、
い
や
～
な
い
・
～
（
な

い
）
か
、
い
や
～
（
だ
）
］

（

）
た
の
だ
。

⑮
係
り
結
び
の
用
法
→
102

⑯
こ
れ
こ
そ
（

）
よ
。
こ
の
道
（
＝

の
道
）
を
専
門
と
し
て
（

）
か
ら

⑮
「
心
得
」
活
用
の
行
種

類

に
は
、
仏
（

）
上
手
に
描
き
申
し
上
げ
た
な
ら
ば
、
百
や
千
の
家
も
き
っ
と

⑯
「
た
く
さ
ん
の
家
が
で

（

）。

き
る
」
と
い
う
の
は
、
何

を
言
っ
て
い
る
の
か
？

⑰
お
前
さ
ん
た
ち
は
、
こ
れ
と
い
っ
た
才
能
も
お
持
ち
合
わ
せ
に
な
ら

な
い

⑯
「
よ
に
あ
り
」
を
引
く

⑰
係
り
結
び
…
…
２
つ
の

の
で
、
も
の
を
（

）
。
」（

）
、（

）。

「
こ
そ
」
の
結
び
は
そ
れ

ぞ
れ
何
？

⑱
そ
の
後
で
あ
ろ
う
か
、
良
秀
の
「
よ
ぢ
り
不
動
」
と
い
っ
て
、
今
に
《
至

⑰
「
も
の
」
と
は
例
え
ば

何
？

る
ま
で
》（

）。

※
こ
の
文
章
は
何
を
伝
え
た
い
も
の
な
の
か
？
（
主
題
は
？
）
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